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浜岡原子力発電所の概要
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・敷地面積は約160万㎡（東西に約1.6km 南北に約1km）です。
・１～４号機は沸騰水型軽水炉（ＢＷＲ）、５号機は改良型沸騰水型軽水炉（ＡＢＷＲ）です。
・現在、1,2号機は廃止措置中、3,4号機は適合性確認審査中、5号機は海水流入事象対応中です。

１号機(54万kW) ２号機(84万kW)

３号機(110万kW) ４号機(113.7万kW)

５号機(138万kW)
廃止措置中

（2009.1.30運転終了）

2015.2 燃料搬出 完了
現在、原子炉領域周辺設備解体中

安全性向上対策実施中

新規制基準への適合性確認審査

2015.6.16 申請 2014.2.14 申請

安全性向上対策実施中

海水流入事象対応中

浜岡原子力発電所の規模
静岡県

(富士川以西：60Hz区域)

最大電力 361.7万ｋＷ 406.0万ｋＷ
（３～５号機の総電気出力） 【2016年8月9日】

年間電力
需要

220億5,700万ｋＷh 205億858.3万ｋＷｈ
発電電力量（震災前の３年度平均 ※ ） 【2016年度実績】

※：2006年度～2008年度
内閣総理大臣要請を受けて停止（4号機2011.5.13、5号機2011.5.14)

使用済燃料乾式貯蔵施設
設置変更許可申請審査
（2015.1.26申請※）

※ 「4号機申請書」に追記



4号機 適合性確認審査の状況
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4号機 適合性確認審査の状況

審査事項 地震・津波等に関する事項 プラントに関する事項

審査会合
の回数

共通：2回

6６回 63回

主要な審
査項目

○ 地震、津波、火山
地下構造、地質構造、
基準地震動、
基準津波、
地盤斜面の安定性、
火山影響評価 等

○ 設計基準事故対策
内部溢水、内部火災、外部火災、
竜巻 等

○ 重大事故等対策
確率論的リスク評価、有効性評価、
解析コード 等

最近の開
催状況

【2023年6月23日】（63回）
震源を特定せず策定する地震動
基準地震動・基準津波等の審査スケジュール

【2023年7月14日】（64回）
地震以外の要因による津波

【2023年8月4日】（65回）
地震による津波
基準地震動・基準津波等の審査対応スケジュール

【2023年9月29日】（66回）
地震以外の要因による津波
基準地震動

【2019年12月12日】（61回）
格納容器過圧破損防止対策の検討状況
（BWR電力合同）

【2020年1月23日】（62回）
格納容器過圧破損防止対策の検討状況
（BWR電力合同）

【2020年3月19日】（63回）
格納容器過圧破損防止対策の審査の進め方
について原子力規制委員会より説明受

（BWR電力合同）
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4号機 適合性確認審査の状況（地震・津波）
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9/29の審査会合



「 ① 基準地震動」の審査状況
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敷地西側のSs1領域と敷地東側のSs2領域の基準地震動
（地震動の顕著な増幅を考慮しない領域と地震動の顕著な増幅を考慮する領域）

地震動の顕著な増幅を考慮しない敷地西側で用
いる基準地震動 Ss1 として25波※を策定した。
（Ss1最大加速度：1200ガル）

※25波は以下の基準地震動
・応答スペクトルに基づく手法による基準地震動：1波
・断層モデルを用いた手法による基準地震動：23波
・震源を特定せず策定する基準地震動：1波

基準地震動 Ss1

基準地震動 Ss2
地震動の顕著な増幅がみられる敷地東側で用い
る基準地震動 Ss2 として24波※を策定した。
（Ss2最大加速度：2094ガル）

※24波は以下の基準地震動
・応答スペクトルに基づく手法による基準地震動：1波
・断層モデルを用いた手法による基準地震動：22波
・震源を特定せず策定する基準地震動：1波

Co p y r i g h t  ©  Ch u b u  E l e c t r i c  P o we r  Co . ,  I n c .  A l l  r i g h t s  r e s e r v e d .9 策定した基準地震動に対して耐震安全性の確認を行い、今後の審査会合で説明していく。



10 Co p y r i g h t  ©  Ch u b u  E l e c t r i c  P o we r  Co . ,  I n c .  A l l  r i g h t s  r e s e r v e d .



11

「 ② 基準津波」の審査状況
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「 ③ 敷地内の断層（Ｈ断層系）」の審査状況
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敷地内の断層のうち、 H断層系が
最後に動いた断層であるため、
活動性評価の対象とする。

H断層系はすべて同じ時代に一体と
して形成されたものであり、いずれの
H断層で活動性を評価しても良い。

H断層系は約12～13万年前以降
活動していない。

【 H断層系の活動性 】

海底地すべりのイメージ図 H断層
切っている方が最後に
動いている（H断層系）

切られている方が
ずれた時期が古い

小規模な断層 12～13万年前の地層

2020年7月3日 概ね了承

【 Ｈ断層系の代表性 】 【 H断層系の同一性 】

2022年3月18日
考え方について概ね理解

H断層の上載地層の追加調査
（地層の拡がり、地層の年代評価）
から上載地層が12～13万年前の地層で
あることを説明予定

敷地内の断層（Ｈ断層系）が、将来活動する可能性のある断層等ではないことを、３つの観点から説明しています。
現在、「H断層系の活動性」について説明をおこなっています。

上載地層

今後の審査これまでの状況



H断層系調査における佐倉調査地点の重点的な調査
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（参考）
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基準地震動・基準津波等の審査対応スケジュール
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浜岡原子力発電所1,2号機 廃止措置計画について
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浜岡原子力発電所1，2号機廃止措置計画

Co p y r i g h t  ©  Ch u b u  E l e c t r i c  P o we r  Co . ,  I n c .  A l l  r i g h t s  r e s e r v e d .16



浜岡原子力発電所1，2号機廃止措置計画
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機器搬入口とその遮へい壁

サプレッション・チェンバ

サプレッション・チェンバ上面
（2号機の例）

サプレッション・チェンバ下面
（4号機の例）

機器搬入口
（1号機の例）

機器搬入口の遮へい壁
（2号機の例）

運用中の水深（貯蔵水量） 約4m（約3,000m3）

解体撤去物量 約900トン

材 質 圧力容器用炭素鋼

約42m

約9m

（寸法・物量は2号機の例）
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今後も、安全最優先で、浜岡原子力発電所の

運営に努めてまいります。

また、地域の皆さまからいただいた声に丁寧に

お応えし、皆さまに信頼いただける発電所を

目指してまいります。
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